
陽 光 発 電 設 備 （ メ ガ ソ ーラ ー ） も 蓄 電 が 可 能 と な れば 、 充 分 に 自 家 発 電 設 備 とし て 使 え る と 考 え ま し た 。　
３ 番 目 は 管 路 の 耐 震 化 計

画 の 見 直 し で す 。 従 来 は 、液 状 化 の 危 険 度 が 特 に 高 い約

3 0㎞ を 随 時 耐 震 化 す る 計

画 で し た が 、 対 象 エ リ ア を大 幅 に 拡 大 し 、 液 状 化 な どの 被 害 が 懸 念 さ れ る 延 長 約３ ２ ０ ㎞ の 管 路 を 概 ね

1 0年

で 耐 震 化 す る こ と に し ま した 。　
さ っ そ く 平 成

2 4年 度 か ら

事 業 着 手 す る こ と と し 、 年間 約

5 0～

6 0億 円 の 事 業 費 を

新 た に 投 入 す る こ と に し たの で す 。 実 施 に あ た っ て ご苦 労 さ れ た 企 業 局 の 職 員 、建 設 業 界 の 皆 様 に は 、 深 く感 謝 申 し 上 げ ま す 。　
最 後 は 補 修 資 材 の 拡 充

と 、 災 害 協 力 員 制 度 の 充 実に つ い て で す 。 今 回 の 震 災対 応 で は 、 あ ら か じ め 備 蓄し て い た 補 修 資 材 や ペ ッ トボ ト ル 、 給 水 車 な ど が 大 いに 役 に 立 っ て く れ ま し た 。　
水 道 管 の 復 旧 は 、 補 修 資

材 の 調 達 か ら 始 ま り ま す

送 っ て い る 鹿 島 浄 水 場 と 、那 珂 川 左 岸 地 域 の 企 業 群 に工 業 用 水 を 送 っ て い る 那 珂川 浄 水 場 の ２ 箇 所 に 設 置 する こ と に し ま し た 。 さ っ そく 予 算 化 し 、 平 成

2 5年 、

2 6

年 に は 完 成 し て い ま す 。　
夏 場 の 電 力 不 足 の 一 助 と

し て 緊 急 に 整 備 し た 、 水 戸浄 水 場 の １ ０ ０ ０ ｋ Ｗ の 太

が 、 大 部 分 ス ト ッ ク し て おい た の で 大 変 役 に 立 っ て くれ ま し た 。　
断 水 し て い る と き は 、 給

水 車 と ペ ッ ト ボ ト ル の 出 番で す 。 企 業 局 で も 、 １ 年 前か ら ３ 台 の 給 水 車 を 用 意 して お き ま し た 。 困 っ て い る市 町 村 へ の 支 援 は も ち ろん 、 病 院 の 透 析 患 者 さ ん への 命 の 水 も お 届 け で き た ので 、 本 当 に 良 か っ た と 思 いま し た 。 ペ ッ ト ボ ト ル も 、必 要 な と こ ろ に 届 け る こ と

域 振 興 事 業 に つ い て 、 公 営企 業 管 理 者 と し て 経 営 ・ 財務 状 況 を 的 確 に 把 握 し 、 将来 に お い て も 安 定 的 に 事 業を 継 続 し て い け る よ う 投 資と 財 源 の バ ラ ン ス を 図 っ てい く 必 要 が あ る こ と か ら 、
1 0年 間 を 計 画 期 間 と す る

「 企 業 局 経 営 戦 略 」 を 策 定
し ま し た 。　

さ ら に 、 被 災 し た 施 設 の
本 格 復 旧 と 、 そ れ ま で の 課題 等 を 踏 ま え た 災 害 時 を 想

定 し た 対 応 、 災 害 時 協 力 員制 度 の 充 実 と 災 害 協 定 や 防災 訓 練 の 拡 充 な ど 強 靭 化 への 取 り 組 み 、 浄 水 場 の 管 理運 営 体 制 へ の 民 間 活 力 導 入の 検 討 な ど 事 業 持 続 へ の 取り 組 み 、 高 度 浄 水 処 理 技 術の 実 証 実 験 な ど 安 全 で 美 味し い 水 へ の 取 り 組 み な ど に力 を 入 れ る と と も に 、 地 域振 興 事 業 に よ り 造 成 し た「 阿 見 東 部 」  「 江 戸 崎 」  「 つく ば 明 野 北 部 （ 田 宿 地 区 ）  」

三 つ の 工 業 団 地 に 優 良 企 業を 誘 致 す べ く 積 極 的 に 活 動し た 結 果 、 ア イ リ ス オ ー ヤマ ㈱ や フ ァ ナ ッ ク ㈱ な ど の工 場 誘 致 に 成 功 し 、 所 有 する す べ て の 工 業 団 地 を 完 売す る こ と が で き ま し た 。　
こ の す べ て の 取 り 組 み に

際 し 、 渡 邊 前 局 長 に ご 協 力と ご 支 援 を い た だ き 、 大 変心 強 い か ぎ り で し た 。 そ の中 で も 特 に 、 私 が 着 任 す る前 年 の ３ 月

1 1日 に 発 生 し た

東 日 本 大 震 災 の 経 験 と 教 訓か ら 、 渡 邊 前 局 長 が 強 いリ ー ダ ー シ ッ プ で 進 め て きた 企 業 局 の 危 機 管 理 の 充 実に 力 を 入 れ て 取 り 組 み ま した 。　
非 常 用 発 電 設 備 に つ い て

は 、 日 本 を 代 表 す る 鹿 島 コ

　
最 初 は 、 災 害 査 定 に つ い

て で す 。 企 業 局 で は 、 今 回の 震 災 ま で 大 き な 災 害 を 受け た 経 験 が な く 、 災 害 査 定　
私 は ２ ０ １ ２ 年 （ 平 成

2 4

年 ） ４ 月 、 渡 邊 前 企 業 局 長の 後 任 と し て 着 任 い た し まし た 。 ６ 年 間 、 企 業 局 長 とし て 在 職 し ま し た が 、 こ の間 、 所 管 す る 水 道 用 水 供 給事 業 、 工 業 用 水 道 事 業 、 地

し ま い ま し た 。 停 電 し て いて は 何 も で き ま せ ん 。 復 電し て 初 め て 水 を 送 る 段 取 がで き る の で す 。　
こ の 問 題 を 解 決 す る た

め 、 局 内 で 検 討 を 重 ね 、 浄水 場 に 「 自 家 発 電 設 備 」 を導 入 す る こ と に し ま し た 。手 始 め に 、 鹿 島 コ ン ビ ナ ート の 企 業 群 に 工 業 用 水 を

れ ま し た が 、 職 員 の皆 さ ん が 本 当 に 頑張 っ て く れ ま し た 。事 務 所 と 連 携 し 、 実際 の 災 害 査 定 、 補 助申 請 手 続 き に つ い ても 、 不 慣 れ な た め 苦労 し た よ う で す が 、何 と か や り 遂 げ て くれ ま し た 。　
結 果 と し て は 、 国

か ら 災 害 対 応 に 高 い理 解 が 示 さ れ 、 申 請

し た 工 事 の 大 部 分 が 採 択 いた だ け た の で す 。 通 常 の 補助 率 は １ ／ ２ ま た は １ ／ ３で す が 、 今 回 の 補 助 は ８ ／
1 0～ ９ ／

1 0と 、 高 い 補 助 率

が 適 用 さ れ ま し た 。 職 員 の頑 張 り で 、 企 業 局 の 経 営 への 負 担 を 最 小 限 と す る こ とが で き 、 大 助 か り し た の です 。　
次 は 、 非 常 用 発 電 設 備 の

導 入 に つ い て で す 。 地 震 の直 後 、

1 1浄 水 場 の う ち

1 0浄

水 場 が 停 電 し 、 遅 い と こ ろで は 復 電 に ３ 日 も か か っ て

東 京 都 の 吉 田 永 水 道 局 長 と協 議 を 重 ね 、 覚 書 の 締 結 に至 り ま し た 。　
全 国 初 の 事 例 で す の で 、

日 本 水 道 協 会 の 茨 城 県 支 部長 で あ る 日 立 市 企 業 局 と も一 緒 に な り 、 双 方 の 中 継 地対 象 施 設 の 現 地 視 察 や 毎 年合 同 訓 練 な ど を 実 施 し 、 出て き た 問 題 点 を 整 理 し な がら 進 め て い き ま し た 。　
ま た 、 こ の 取 り 組 み が

き っ か け と な り 、 東 京 都 水道 局 と の 交 流 も 深 ま っ て 、常 に 情 報 交 換 を 行 っ た り 年に 何 回 か の 懇 親 の 場 な ど も持 つ よ う に な り ま し た 。 ２０ １ ５ 年 （ 平 成

2 7年 ） の 関

東 ・ 東 北 豪 雨 の 際 に は 、 中継 水 道 事 業 体 の 活 動 と は 別な の で す が 、 当 時 の 東 京 都の 醍 醐 勇 司 水 道 局 長 か ら すぐ に 電 話 を い た だ き 、 常 総市 に 東 京 都 水 道 局 の 支 援 部隊 が 派 遣 さ れ る と い う こ とも あ り ま し た 。 大 変 、 心 強か っ た で す 。　
こ の よ う な 地 道 な 取 り 組

み が 、 危 機 管 理 体 制 の 強 化に は 必 要 な の だ と 思 っ て おり ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

が で き ま し た 。 こ の 経 験 から 、 補 修 資 材 の 備 蓄 を 大 幅に 拡 充 し た の で す 。　
ま た 、 震 災 の １ 年 前 に 起

き た 桜 川 の 断 水 事 故 を 契 機と し 、 緊 急 時 に 現 場 経 験 の豊 富 な Ｏ Ｂ の 皆 様 に お 手 伝い い た だ け る 災 害 時 協 力 員制 度 を つ く っ て お い て 、 実際 に 現 場 で 色 々 ア ド バ イ スを い た だ け た の は 、 本 当 に助 か り ま し た 。　
こ の 制 度 も 、 さ ら な る 充

実 を 図 っ た の で す 。 や は り現 場 で は 経 験 力 と 技 術 力 が必 要 な の で す 。 経 験 力 と 技術 力 の 継 承 が 、 ま さ に 危 機管 理 だ と 思 っ て お り ま す 。

本 水 道 協 会 が 定 め た も の です 。　
そ の 役 割 は ① 遠 方 か ら の

応 援 隊 の 移 動 に 際 し 、 車 両の 待 機 場 所 や 応 援 隊 員 の 休息 場 所 を 提 供 す る 事 業 体 ②広 域 災 害 等 で 被 災 地 の 状 況が 明 確 で な く 、 応 援 先 を 確定 で き な い 場 合 に 、 当 面 の目 的 地 と な る 浄 水 場 を 持 つ事 業 体 の こ と で す 。 東 京 か茨 城 ど ち ら か が 被 災 し た 場合 、 あ ら か じ め 決 め て お いた 中 継 地 対 象 施 設 （ 場 所 は浄 水 場 が 中 心 に な り ま すが ）  、 そ の 場 所 を 当 面 の 目的 地 と し て 支 援 部 隊 が 結 集し 、 被 災 地 を 支 援 し よ う とす る も の で す 。　
首 都 直 下 型 地 震 に つ い

て 、 中 央 防 災 会 議 の ワ ー キン グ グ ル ー プ か ら 報 告 が 出さ れ る な ど 懸 念 さ れ る なか 、 ど の よ う に し た ら 災 害時 の 首 都 ・ 東 京 の 水 道 を 守れ る か 、 茨 城 と し て 何 が でき る か 、 企 業 局 と 当 時 の 企業 公 社 の 役 職 員 一 丸 と な って 検 討 し 、 日 本 水 道 協 会 の尾 崎 勝 理 事 長 （ 東 日 本 大 震災 時 の 東 京 都 水 道 局 長 ） や

く だ さ っ た 先 輩 諸 氏 の 熱 い思 い や 優 れ た 技 術 に 触 れ させ て い た だ き ま し た 。　
こ の よ う な 中 、 冒 頭 で も

お 話 し し た と お り 、 ２ ０ １５ 年 （ 平 成

2 7年 ） に 経 営 の

指 針 で あ る 「 企 業 局 経 営 戦略 」 を 策 定 し ま し た 。 引 き続 き 、 計 画 的 に 事 業 を 推 進す る と と も に 、 災 害 時 に も水 を 安 定 供 給 で き る よ う 、設 備 の 更 新 ・ 耐 震 化 な ど の
「 予 防 対 策 」 や 被 災 時 に お

け る 迅 速 ・ 的 確 な 対 応 に 向け た  「 危 機 管 理 体 制 の 強 化 」に 取 り 組 み ま し た 。　
こ の 危 機 管 理 体 制 の 強 化

の 取 り 組 み の 一 つ が 、 東 京都 水 道 局 と 茨 城 県 企 業 局 の間 で ２ ０ １ ４ 年  （ 平 成

2 6年 ）

に 締 結 し た 、 全 国 初 の 事 例で あ る 「 中 継 水 道 事 業 体 とし て の 活 動 に 関 す る 覚 書 」の 締 結 で す 。　
中 継 水 道 事 業 体 と は 、 東

日 本 大 震 災 で の 被 災 地 支 援の 際 、 現 地 に 入 っ た 応 援 隊が 被 災 状 況 を 十 分 に 把 握 でき ず 、 活 動 の 拠 点 も 思 う よう に 決 ま ら な い な ど 現 場 で混 乱 が 生 じ た 反 省 か ら 、 日

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜県 企 業 局 長  ・  企 業 公 社 理 事 長 編 ⑧

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

中 島

　
敏 之 （ な か じ ま

　
と し ゆ き ）

　
１ ９ ５ ２ 年

1 2月

2 7日 生 ま れ 。

7 1歳 。

7 5年 に 入

庁 し 、 県 南 農 林 事 務 所 へ 配 属 と な っ た 。 そ の 後は 地 方 課 、  財 政 課 、  秘 書 課 な ど に 勤 務 。 人 事 課 長 、理 事 兼 政 策 審 議 監 、 総 務 部 長 、 企 業 局 長 な ど を経 て 、 ２ ０ １ ８ 年 ３ 月 に 退 職 。 現 在 は 社 会 福 祉法 人 茨 城 県 社 会 福 祉 事 業 団 の 理 事 長 を 務 め て いる 。

中 継 水 道 事 業 体 の 締 結

ン ビ ナ ー ト や 国 内 有 数 の 企業 が 立 地 す る 地 域 に 工 業 用水 を 供 給 す る 鹿 島 浄 水 場 ・那 珂 川 浄 水 場 に 加 え 、 水 海道 浄 水 場 に も 設 置 し 、 管 路の 耐 震 化 に つ い て も 震 災 後に 見 直 し た 計 画 に 基 づ き 、着 実 に 実 施 い た し ま し た 。　
補 修 資 材 や ペ ッ ト ボ ト ル

の 備 蓄 拡 充 は 、 県 域 を 越 え周 辺 都 県 と 融 通 し 合 う 利 用に ま で 拡 大 し ま し た 。 災 害時 協 力 員 制 度 は 「 現 場 重視 、 経 験 と 技 術 の 継 承 の 重要 性 」 か ら 渡 邊 前 局 長 の 発想 に よ り 生 ま れ た 制 度 で すが 、  制 度 発 足 時 の ８ 名 か ら 、私 の 在 職 中 に

1 6名 ま で 拡 充

で き ま し た 。 意 見 交 換 会 や研 修 会 の 機 会 に 、 災 害 時 協力 員 に な る こ と を 了 解 し て

企 業 局 の 危 機 管 理 に つ い て
～ 施 設 の 耐 震 化 と 経 験 力 や 技 術 力 の 継 承 ～

元 県 企 業 局 長 元 県 企 業 局 長

渡 邊 一 夫 氏 中 島 敏 之 氏×

な ど の 手 続 き に つ い て も 初め て の 経 験 で し た 。　
震 災 経 験 の あ る 自 治 体 の

事 例 調 査 や 情 報 収 集 に 追 わ

管 路

3 2 0㎞ を

1 0年 で 耐 震 化

県 Ｏ Ｂ の経 験 力

「 災 害 時 協 力 員 制 度 を 設 立 」

　
つ く ば 市 北 東 部 の 上 境 に 、 公 共 用 と し て は 県 初 の

「 つ く ば ヘ リ ポ ー ト 」 が あ り ま す 。 敷 地 面 積 は 約 ３  ・１

�

h a。 平 成 ３ 年 に 開 港 し て い ま す 。 東 京 ま で の 飛

行 時 間 は 約

2 0分 。 防 災 、 警 察 等 の 行 政 用 途 の 他 、 航

空 写 真 撮 影 や 報 道 ヘ リ コ プ タ ー な ど の 着 陸 地 と し て利 用 さ れ て い ま し た 。 こ の ヘ リ ポ ー ト の 管 理 は 、 格納 庫 事 業 も 含 め て 企 業 局 が 行 っ て お り ま し た 。 私 は土 木 部 、 企 画 部 時 代 、 こ の ヘ リ ポ ー ト 建 設 に 大 い に関 わ っ た た め 、 懐 か し い 場 所 な の で す 。 今 回 は 、 東日 本 大 震 災 の 応 急 復 旧 の 目 鼻 が つ い た 後 、 震 災 の 教訓 を 受 け 、 特 に み ん な で 頑 張 っ た 何 点 か に つ い て お話 を し 、 企 業 局 長 ・ 企 業 公 社 理 事 長 編 を 締 め さ せ てい た だ き ま す 。

�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

▲ 地 震 な ど の 非 常 時 に 活 躍 す る 給 水 車

地 域 開 発 に 貢 献 し た 9 1 年 、 こ れ か ら も 私 た ち の 活 動 が 拡 が り 続 け ま す
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